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給食会報　(平成19年４月１日発行第142号) (2)

財
団
法
人
埼
玉
県
学
校
給
食
会

将
来
構
想
検
討
委
員
会
報
告
書
ま
と
ま
る

給
食
会
で
は
、
設
立
五
十
周
年
を
節
目

の
年
と
し
、
新
し
い
五
十
年
に
向
け
て
一

歩
を
踏
み
出
す
に
当
た
り
、
本
会
理
事
会

内
に
「
将
来
構
想
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
て
、
今
後
の
運
営
や
事
業
等
に
つ
い
て

幅
広
く
検
討
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の

度
そ
の
報
告
書
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

１
　
給
食
会
の
現
状
と
課
題

（
１
）
児
童
・
生
徒
の
急
減
等
に
伴
う
食

材
取
扱
量
の
減
少
へ
の
対
応

児
童
・
生
徒
数
の
減
少
傾
向
な
ど
か
ら

現
在
の
事
業
規
模
を
確
保
し
、
安
定
的
な

財
政
基
盤
を
確
保
す
る
た
め
、
新
た
な
事

業
展
開
を
行
う
な
ど
の
方
策
が
必
要
で
あ

る
。

（
２
）
県
給
食
会
の
業
務
処
理
基
準
の
廃

止
と
対
応

国
で
定
め
た
県
給
食
会
業
務
処
理
基
準

（
以
下
「
業
務
処
理
基
準
」
と
い
う
。）
の

廃
止
に
伴
い
、
県
独
自
の
業
務
処
理
基
準

を
定
め
る
と
と
も
に
、
県
教
育
委
員
会
等

と
の
新
た
な
指
導
・
協
力
関
係
の
構
築
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
公
益
法
人
制
度
改
革
の
動
向
と
対

応
現
在
、
国
に
お
い
て
は
、
公
益
法
人
制

度
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
給
食
会

は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
や
信
頼
の
上
に

た
っ
て
「
公
益
財
団
法
人
」
を
目
指
す
べ

き
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
た
め
の
対
応
が
必

要
で
あ
る
。

（
４
）
食
育
基
本
法
の
施
行
な
ど
に
伴
う

学
校
に
お
け
る
食
育
活
動
の
支
援

今
後
、
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
を

支
援
す
る
こ
と
や
、「
生
き
た
教
材
」
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
学
校
給
食
用
食

材
に
つ
い
て
、
地
場
産
物
を
積
極
的
に
活

用
す
る
な
ど
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

（
５
）
配
送
業
務
の
見
直
し

食
材
配
送
は
、
衛
生
管
理
（
保
管
・
流

通
温
度
等
）
へ
の
対
応
が
強
く
求
め
ら
れ

て
お
り
、
今
後
、
配
送
拠
点
の
複
数
化
な

ど
効
率
的
な
配
送
体
制
に
つ
い
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

２
　
学
校
栄
養
士
等
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施

本
検
討
委
員
会
で
は
、
県
内
約
６
０
０

名
の
学
校
栄
養
士
等
に
、
給
食
会
の
事
業

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
給
食
会
の

将
来
構
想
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

３
　
新
た
な
五
十
年
に
向
け
て

（
１
）
公
益
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応
に

つ
い
て

公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
を
目
指
し
て
、

平
成
二
十
年
の
秋
と
さ
れ
る
認
定
申
請
ま

で
に
、
新
た
な
公
益
財
団
に
ふ
さ
わ
し
い

事
業
内
容
や
財
務
内
容
、
組
織
等
と
な
る

よ
う
条
件
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
地

産
地
消
運
動
や
食
育
を
始
め
と
す
る
普
及

事
業
の
一
層
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
ま
た
、
自
主
的
・
自
律
的
な

運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
外
部
に
対
し

て
、
透
明
性
や
説
明
責
任
を
十
分
に
意
識

し
た
運
営
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
後
、
給
食
会
の
社
会
貢
献
活
動
に
つ

い
て
も
検
討
の
価
値
が
あ
る
。

（
２
）
給
食
会
業
務
運
営
の
基
本
方
針
の

策
定
に
つ
い
て

業
務
処
理
基
準
の
廃
止
等
に
伴
い
、
給

食
会
の
自
律
的
な
運
営
を
目
指
し
つ
つ
、

普
及
事
業
の
共
催
実
施
な
ど
を
通
じ
て
、

引
き
続
き
県
教
育
委
員
会
等
と
、
連
携
・

協
力
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
ま
た
前
記
（
１
）
に
述
べ
た
よ
う
に
、

外
部
に
対
す
る
透
明
性
や
説
明
責
任
の
一

環
と
し
て
、
給
食
会
の
運
営
の
基
本
方
針

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
本
検
討
委
員
会

で
は
、
別
記
の
と
お
り
「
埼
玉
県
学
校
給

食
会
業
務
運
営
の
基
本
方
針
」
を
策
定
し

た
。

（
３
）
今
後
の
給
食
会
の
事
業
の
方
向
に

つ
い
て

今
後
の
給
食
会
の
事
業
の
方
向
を
考
え

る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、
学
校
や
学
校
給

食
共
同
調
理
場
か
ら
寄
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
信
頼
と
期
待
を
十
分
自
覚
し
、
ま
ず

は
現
在
の
事
業
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
更
に
、
給
食

会
の
現
状
と
課
題
に
照
ら
し
、
今
後
の
事

業
の
方
向
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
示
す
こ
と
と
し
た
。

（
ア
）
食
材
供
給
事
業
の
一
層
の
安
定
化

良
質
な
食
材
の
積
極
的
な
開
発
と
選
定
、

食
材
供
給
対
象
拡
大
の
検
討
な
ど

（
イ
）
食
品
検
査
の
充
実

食
品
検
査
体
制
の
充
実
、
検
査
技
術
講

習
会
等
の
充
実
な
ど

（
ウ
）
地
産
地
消
活
動
の
推
進

県
産
農
畜
産
物
を
使
用
し
た
食
材
の
開

発
・
供
給
の
促
進
、
学
校
の
地
場
産
物
使

用
の
支
援
な
ど

（
エ
）
普
及
事
業
の
充
実

食
育
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
研
修
会

の
開
催
、
教
材
・
教
具
の
整
備
・
充
実
な

ど（オ
）
情
報
発
信
機
能
の
強
化

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
受
注
業
務
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
の
検
討
な
ど

（
４
）
事
務
局
の
組
織
・
定
数
等
に
つ
い

て
現
在
の
組
織
・
定
数
を
維
持
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
が
、
今
後
の
業
務
の
拡
大

や
課
題
及
び
職
務
の
複
雑
・
多
様
化
等
に

対
応
す
る
た
め
に
食
品
検
査
室
の
設
置
や

業
務
の
委
託
化
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

（
５
）
寄
附
行
為
等
の
改
正
に
つ
い
て

国
が
学
校
給
食
用
食
材
の
一
切
の
関
与

を
廃
止
し
た
こ
と
に
伴
い
、「
業
務
処
理

基
準
」
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
寄
附

行
為
や
関
係
規
程
の
見
直
し
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

○
　
寄
附
行
為
の
改
正
の
方
向

寄
附
行
為
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
給
食

会
運
営
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

給
食
会
設
立
の
趣
旨
を
尊
重
し
つ
つ
も
、

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
内
容
と
す
る
必

要
が
あ
る
。

特
に
、説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
る
今
日
、

運
営
の
根
幹
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
寄
附
行
為
に
規
定
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
公
益
法
人
の
新
し
い
制



(3) 給食会報　(平成19年４月１日発行第142号)

平
成
十
九
年
度
新
規
事
業

今
年
度
、
給
食
会
で
は
、
普
及
充
実
事

業
に
関
す
る
事
業
や
、
衛
生
に
関
す
る
事

業
を
中
心
に
、
新
た
に
八
本
の
新
規
事
業

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
事
業
に

つ
い
て
御
案
内
し
ま
す
。

●
学
校
給
食
施
設
設
備
等
衛
生
管
理
支
援

事
業学

校
給
食
調
理
場
及
び
委
託
加
工
工
場

に
職
員
が
出
向
き
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

施
設
設
備
の
拭
取
り
検
査
等
を
実
施
し
、

衛
生
管
理
の
充
実
に
寄
与
す
る
。

●
学
校
給
食
衛
生
管
理
モ
デ
ル
校
等
支
援

事
業学

校
等
で
の
衛
生
管
理
の
強
化
を
図
る

た
め
、
衛
生
検
査
の
調
査
研
究
な
ど
の
事

業
に
対
し
、
検
査
機
材
及
び
消
耗
品
の
一

部
を
給
付
し
、
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
し

て
検
査
を
支
援
す
る
。

●
学
校
給
食
親
子
移
動
教
室

(

一)

親
子
産
地
見
学
会

七
月
二
十
四
日
�

牛
乳
の
生
産
、
加
工
、
流
通
等
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
た
め
、
親
子
に
よ
る
牧

場
等
の
産
地
見
学
会
を
行
う
。

(
二)
親
子
体
験
教
室

十
月
二
十
一
日
�

学
校
給
食
の
主
食
委
託
加
工
工
場
の
見

学
を
行
う
と
と
も
に
、
主
食
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
た
め
、
親
子
に
よ
る
製
造
体

験
と
視
察
研
修
を
行
う
。

●
学
校
に
お
け
る
食
育
推
進
教
材
活
用
研

修
会

六
月
十
九
日
�

学
校
に
お
け
る
食
育
を
推
進
す
る
た
め

栄
養
教
諭
等
を
対
象
に
、
食
に
関
す
る
指

導
用
教
材
の
効
果
的
な
取
扱
い
及
び
実
践

方
法
の
研
修
会
を
行
う
。

●
学
校
給
食
用
食
材
啓
発
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

の
作
成
事
業

学
校
給
食
用
食
材
の
原
料
の
栽
培
か
ら

製
造
や
流
通
等
を
紹
介
し
た
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
を
、食
育
推
進
用
教
材
と
し
て
作
成
し
、

貸
出
し
を
行
う
。

●
食
育
推
進
現
地
視
察
助
成
事
業

学
校
給
食
研
究
団
体
等
の
行
う
、
学
校

給
食
用
食
材
製
造
工
場
等
へ
の
視
察
研
修

に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
。

●
食
材
栄
養
成
分
表
の
発
行

県
内
産
農
畜
産
物
を
利
用
し
た
学
校
給

食
用
食
材
取
扱
い
の
拡
大
及
び
五
訂
日
本

食
品
標
準
成
分
表
の
増
補
に
伴
い
、
取
扱

食
材
栄
養
成
分
表
を
改
定
し
、発
行
す
る
。

●
職
場
体
験
学
習
支
援
事
業

中
学
校
職
場
体
験
学
習
の
一
環
と
し
て

生
徒
を
受
け
入
れ
、
職
場
体
験
学
習
の
支

援
を
す
る
。

新
規
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
教
育

委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
関
係
団
体
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
充
実
し
た
内
容
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

財団法人埼玉県学校給食会（以下「学校給食会」という。）は、
昭和31年3月29日に、民法第34条の公益法人として設立を許可され、
以後、埼玉県教育委員会（以下「県教育委員会」という。）の指
導・監督の下、学校給食用食材の適正円滑な供給及び学校給食の普
及充実事業を行い、学校給食の健全な充実発展と歩みを共にしなが
ら様々な事業を推進してまいりました。
学校給食会は、県教育委員会及び市町村教育委員会と密接な連携

を図りながら、学校教育の一環として実施されている学校給食を通
じ、児童及び生徒の心身の健全な育成と、豊かな人間性の涵養に努
めてまいります。
私たちは、以上のような業務運営の基本方針に基づき、次のよう

に積極的に事業を推進してまいります。

１学校給食の重要性を認識し、安全で安心できるおいしい学校給食
用食材を「低廉な価格」でかつ「安定供給」に努めてまいります。
２県内産農畜産物を利用した食材の開発と提供に努め、学校給食に
おける食育の「生きた教材」として活用いただけるよう図ってま
いります。
３食の安全・安心を確保するため、食品の検査機能の充実や検査技
術指導及び拭取り検査等を実施し、衛生管理の普及・啓発を行っ
てまいります。
４学校給食の一層の充実のため、指導用教材を整備するとともに、
「食育」や「調理技術向上」に関する研修会・講習会などを実施
してまいります。
５学校給食に関する情報を収集し、広報誌やホームページ等の一層
の充実を図り、広く学校給食関係者並びに保護者の方々へ提供し
てまいります。
６学校給食会は、「公益法人の設立許可及び指導監督基準」（平成８
年９月20日閣議決定）に準拠し、原則として学校給食会に関する
情報を開示いたします。

財団法人埼玉県学校給食会業務運営の基本方針
平成19年2月20日

度
の
下
で
は
、「
定
款
」
と
し
て
改
め
て

寄
附
行
為
の
全
面
的
な
見
直
し
が
必
要
と

な
る
が
、
今
後
の
制
度
改
正
の
動
向
を
見

守
り
つ
つ
、
現
段
階
で
の
新
制
度
下
の
公

益
法
人
に
ふ
さ
わ
し
い
要
素
も
加
え
て
い

く
こ
と
と
す
る
。

◎
　
お
わ
り
に

検
討
委
員
会
は
、
給
食
会
50
年
の
実
績

や
成
果
を
踏
ま
え
、
直
面
す
る
課
題
へ
の

対
応
を
検
討
し
て
き
た
が
、
今
後
、
更
に

検
討
の
上
、
実
現
に
向
け
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

特
に
「
業
務
処
理
基
準
」
の
廃
止
や
公

益
法
人
制
度
改
革
な
ど
、
今
後
給
食
会
の

一
層
の
自
律
的
な
運
営
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
引
き
続
き
、
県
教
育
委
員

会
や
市
町
村
教
育
委
員
会
に
緊
密
な
連

携
・
協
力
を
お
願
い
し
な
が
ら
事
業
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
各
学
校
給
食

研
究
団
体
と
も
連
携
し
、
学
校
や
学
校
給

食
共
同
調
理
場
の
各
取
り
組
み
を
一
層
、

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
今

後
と
も
、
給
食
会
は
時
代
の
変
化
に
対
応

し
な
が
ら
、
着
実
か
つ
果
敢
に
事
業
の
充

実
に
努
め
、
本
県
学
校
給
食
の
発
展
に
貢

献
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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表
紙
写
真
解
説

北
本
市
石
戸
宿
の
東
光
寺
に
は
、
国

指
定
天
然
記
念
物
の
蒲
ザ
ク
ラ
が
境
内

に
そ
び
え
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
、
源
頼

朝
の
弟
で
あ
る
範
頼
の
杖
が
根
付
い
た

と
い
う
伝
説
を
も
ち
、
そ
の
名
は
範
頼

が
「
蒲
冠
者
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
に
由

来
す
る
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
盛
り
を
過
ぎ
る
と
、

蒲
ザ
ク
ラ
が
満
開
の
時
期
を
迎
え
る
。

か
つ
て
「
日
本
五
大
桜
」
に
数
え
ら
れ

た
大
正
の
頃
に
は
、
咲
き
誇
る
白
い
花

弁
で
、
境
内
が
ひ
と
き
わ
明
る
く
な
っ

た
と
い
う
。

現
在
の
蒲
ザ
ク
ラ
は
、
か
つ
て
の
圧

倒
的
な
大
き
さ
を
失
っ
た
が
、
桜
を
彩

る
歴
史
性
は
今
も
色
あ
せ
る
こ
と
は
な

い
。ぜ

ひ
爛
漫
の
樹
下
で
、
遠
い
中
世
の

時
代
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
ほ
し
い
。

北
本
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

と
こ
ろ
で
、
私
は
、「
キ
ッ
ズ
・
キ
ッ
チ

ン
」
を
通
し
て
、
最
近
よ
く
言
わ
れ
て
い
る

「
料
理
が
脳
の
活
性
化
に
役
立
つ
」
と
い
う

こ
と
以
外
に
も
、「
料
理
の
持
つ
力
」
と
い

う
の
を
日
々
感
じ
て
い
る
。

最
近
の
子
ど
も
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
な

か
で
�
モ
ノ
を
作
る
体
験
�
が
乏
し
く
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
「
達
成

感
」
を
感
じ
る
機
会
が
極
め
て
少
な
い
。
料

理
は
一
番
身
近
な
�
モ
ノ
作
り
�
で
あ
り
、

唯
一
、
五
感
全
て
を
つ
か
う
体
験
な
の
で
あ

る
。
し
か
も
魚
を
捌
く
体
験
な
ど
か
ら
「
か

け
が
え
の
な
い
命
」
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き

る
。ま

た
、
米
、
野
菜
、
果
物
、
魚
な
ど
身
近

な
食
材
に
も
、
詳
し
く
学
ん
で
み
る
と
子
ど

も
た
ち
を
「
え
え
っ
！
」
と
驚
か
せ
る
魅
力

や
不
思
議
が
一
杯
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
感

じ
て
い
る
。

例
え
ば
、
冬
野
菜
が
寒
く
な
る
と
、
凍
結

を
防
ぐ
た
め
に
デ
ン
プ
ン
等
の
養
分
を
、
甘

い
シ
ョ
糖
や
ブ
ド
ウ
糖
に
変
化
さ
せ
、
果
物

の
よ
う
に
甘
く
な
る
話
な
ど
を
実
物
と
共
に

紹
介
す
る
の
だ
が
、
生
物
が
大
自
然
の
中
で

自
分
の
身
を
守
り
、
確
実
に
種
を
保
存
し
て

い
く
た
め
の
様
々
な
面
白
い
仕
組
み
は
、
い

未
来
に
つ
な
が
る
食
育（
下
）

〜
こ
の
小
さ
な
手
に
握
ら
せ
た
い
も
の
〜

小
浜
市
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
　
政
策
専
門
員(

食
育)

主
査
　
中
田
　
典
子

つ
も
子
ど
も
た
ち
を
魅
了
さ
せ
、
食
へ
の
興

味
に
繋
が
っ
て
い
く
。

「
食
材
に
勝
る
教
材
は
な
い
！
」
と
確
信
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、
料
理
と
い
う
も
の
は
、
最
後
に

必
ず
「
食
べ
る
時
間
」
と
い
う
「
お
楽
し
み
」

が
付
い
て
い
る
。
人
と
人
が
出
来
上
が
っ
た

料
理
を
間
に
お
い
て
、
語
り
な
が
ら
食
べ
る

こ
と
で
、
人
間
関
係
を
円
滑
に
さ
せ
る
と
い

う
力
も
、
兼
ね
備
え
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

「
食
」
と
い
う
方
向
か
ら
、
又
は
「
料
理
」

と
い
う
手
段
で
、
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、

人
と
し
て
生
き
て
い
く
上
で
の
大
切
な
こ
と

の
殆
ん
ど
を
、
教
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ

ら
は
本
来
家
庭
に
お
け
る
日
常
生
活
の
、

キ
ッ
チ
ン
や
食
卓
か
ら
発
信
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
、
か
つ
て
は
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
期
待
で
き
な
い
家
庭
が

増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
現
状
を
知
っ
た
と

き
、
や
は
り
学
校
や
行
政
は
何
と
か
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

私
の
尊
敬
し
、
あ
こ
が
れ
る
辰
巳
芳
子
さ

ん
（
※
１
）
が
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
く
だ

さ
っ
た
。

【「
食
」
と
い
う
の
は
小
さ
な
窓
。
あ
た
り

前
の
窓
。
日
常
の
窓
。
し
か
し
開
い
て
み
る

と
全
て
の
問
題
が
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

と
い
う
深
い
も
の
よ
。】

決
し
て
食
育
は
子
ど
も
だ
け
の
も
の
で
は

な
い
け
れ
ど
、
で
も
や
は
り
子
ど
も
た
ち
に

は
、
大
切
な
こ
と
だ
と
強
く
思
う
。「
食
」

を
通
し
て
季
節
を
感
じ
、
愛
情
を
感
じ
、
自

分
か
ら
積
極
的
に
「
食
」
に
向
き
合
う
子
ど

も
で
い
て
ほ
し
い
。「
食
べ
る
こ
と
」
を
大

切
に
す
る
子
ど
も
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う

す
れ
ば
自
分
自
身
を
、
命
そ
の
も
の
を
大
切

に
思
え
る
人
に
育
つ
の
だ
か
ら
。
そ
し
て
、

大
人
に
な
っ
た
と
き
に
「
食
」
と
い
う
も
の

が
空
腹
を
満
た
す
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な

く
、
豪
華
と
か
質
素
と
か
と
は
関
係
な
く
、

「
大
切
な
人
と
食
を
囲
む
こ
と
」
の
幸
せ
感

を
理
解
で
き
る
人
に
な
っ
て
く
れ
る
に
違
い

な
い
。
そ
の
こ
と
さ
え
、
ク
リ
ア
出
来
て
い

た
ら
、
何
が
あ
ろ
う
と
、
そ
ん
な
に
大
き
く

間
違
っ
て
育
つ
こ
と
は
な
い
と
思
う
の
だ
。

そ
の
為
の
機
会
作
り
を
、
私
は
仕
事
の
域
を

超
え
て
、
精
一
杯
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

今
日
も
そ
の
『
小
さ
な
手
』
に
決
し
て
怪

※
１

辰
巳
芳
子

著
述
家
・
料
理
研
究
家
。

大
正
13
年
、
東
京
生
ま
れ
。
聖
心
女
学
院

卒
著
書
に
「
手
し
お
に
か
け
た
私
の
料
理
」「
あ

な
た
の
た
め
に
│
い
の
ち
を
支
え
る
ス
ー
プ
」

「
味
覚
日
乗
」
な
ど
。

ま
た
、
ス
ー
プ
だ
け
の
料
理
教
室
を
鎌
倉
で

ひ
ら
い
て
お
り
、
カ
リ
ス
マ
・
ス
ー
プ
先
生
の

も
と
へ
、
全
国
か
ら
生
徒
が
集
ま
る
。

○
「
料
理
の
持
つ
力
」

○
小
さ
な
手
に

我
を
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
し
っ
か
り
と
自
信

や
満
足
感
を
握
ら
せ
て
あ
げ
た
い
と
強
く
思

い
な
が
ら
「
キ
ッ
ズ
・
キ
ッ
チ
ン
」
を
始
め

る
の
で
あ
る
。
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県
保
健
体
育
課
か
ら

給

食

会

行

事

去
る
二
月
二
十
日
、
平
成
十
八
年
度
第

二
回
　
定
例
理
事
会
・
評
議
員
会
が
開
催

さ
れ
、
平
成
十
九
年
度
の
事
業
計
画
及
び

予
算
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

年
度
当
初
の
人
事
異
動
等
に
よ
り
、
新

た
に
理
事
二
名
と
、
評
議
員
二
名
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
朝
倉
理
事
長
の
退
任
に
伴
い
、

新
理
事
長
を
選
出
い
た
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
九
年
四
月
一
日
付
就
任

学
校
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場
、
市
町
村

教
育
委
員
会
の
栄
養
教
諭
又
は
学
校
栄
養

職
員
一
人
と
調
理
員
２
人
で
編
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
（
以
下
「
チ
ー
ム
」
と
い
う
）
と

す
る
。
た
だ
し
、
調
理
員
の
参
加
が
困
難

な
場
合
は
、
市
町
村
教
育
委
員
会
又
は
地

区
単
位
の
栄
養
教
諭
及
び
学
校
栄
養
職
員

だ
け
で
の
編
成
チ
ー
ム
で
も
よ
い
。

例
…
○
○
教
育
委
員
会
チ
ー
ム
・
○
○
市

栄
養
士
会
チ
ー
ム
・
○
○
地
区
栄
養
士
研

究
会
チ
ー
ム

（
２
）
審
査
方
法

①
第
一
次
審
査
（
書
類
審
査
）

七
月
十
一
日
�

②
第
二
次
審
査
（
実
技
審
査
）

八
月
十
七
日
�

（
３
）
応
募
献
立

応
募
献
立
は
、
課
題
献
立
部
門
及
び
自

由
献
立
部
門
と
し
、
学
校
に
お
け
る
食
育

の
た
め
の
生
き
た
教
材
と
し
て
、
活
用
で

き
る
献
立
と
す
る
。

①
課
題
献
立
部
門

課
題
献
立
部
門
は
、
下
記
ア
・
イ
の
何

れ
か
（
重
複
し
て
も
よ
い
）
を
取
り
入
れ

た
献
立
と
す
る
。

ア．

埼
玉
県
内
の
地
場
産
農
畜
産
物
を

取
り
入
れ
た
献
立

イ．

白
い
ご
は
ん
を
中
心
と
し
た
主
食
、

主
菜
、
副
菜
の
献
立

②
自
由
献
立
部
門

自
由
献
立
部
門
は
、
①
の
課
題
献
立
部

門
以
外
と
す
る
。

（
４
）
応
募
〆
切

平
成
十
九
年
六
月
二
十
日
�

平
成
十
九
年
度
　
学
校
給
食
調
理

コ
ン
ク
ー
ル
献
立
募
集
に
つ
い
て

学
校
給
食
会
で
は
、
毎
年
、
学
校
給
食

の
食
に
関
す
る
指
導
の
充
実
及
び
食
事
内

容
の
充
実
向
上
と
多
様
化
、
高
度
化
を
図

る
た
め
に
、
栄
養
教
諭
、
学
校
栄
養
職
員

及
び
調
理
員
に
よ
る
調
理
コ
ン
ク
ー
ル
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
別
途
、
御

案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
今
年
も

多
数
の
御
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
１
）
参
加
資
格

原
則
と
し
て
、
国
・
公
立
義
務
教
育
諸

平
成
十
八
年
度
第
二
回

定
例
理

事
会
・
評
議
員
会
を
開
催理事長

羽 鳥 利 明

本
課
で
は
、
平
成
十
九
年
度
に
「
次
世

代
の
力
を
育
む
食
育
推
進
事
業
」
を
行
い

ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
朝
食
欠
食
の
解
消
と
望
ま

し
い
食
習
慣
の
確
立
を
目
指
し
、
指
導
体

制
の
整
備
と
市
町
村
支
援
の
両
面
か
ら
事

業
を
行
い
、
次
世
代
を
担
う
健
康
な
人
づ

く
り
を
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
事
業
の
内
容
は
、
左
記
の
と
お

り
で
す
。

次
世
代
の
力
を
育
む
食
育
推
進
事
業
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給
食
主
任
の
眼

県
内
唯
一
の
村
の
給
食

東
秩
父
村
立
西
小
学
校

教
諭
　
吉
田
　
い
つ
江

た
の
し
い
給
食

さいたま市立柏崎小学校２年　関根凪沙

さいたま市立河合小学校３年　大川伽羅 さいたま市立柏崎小学校２年　鹿琴音

さいたま市立河合小学校３年　金子聡志

本
校
は
県
下
で
唯
一
の
村
に
あ
り
、
県

内
唯
一
の
分
校
の
あ
る
学
校
で
す
。
職
員

を
含
め
て
三
五
〇
食
ほ
ど
を
セ
ン
タ
ー
方

式
で
作
り
、
三
つ
の
学
校
で
食
べ
て
い
ま

す
。
ま
た
分
校
で
は
、
校
務
員
が
作
り
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
の
よ
う
に
一
年
か
ら
三
年
ま

で
の
児
童
全
員
と
職
員
が
一
緒
に
食
べ
て

い
ま
す
。

東
秩
父
村
は
み
か
ん
と
り
ん
ご
の
両
方

が
取
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
か
ら
、
み

か
ん
の
シ
ー
ズ
ン
は
大
内
沢
み
か
ん
が
給

食
の
献
立
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
や

や
皮
が
固
く
、
酸
味
が
あ
る
の
が
特
徴
で

黙
っ
て
出
し
て
も

「
今
日
の
は
大
内
沢
の
み
か
ん
だ
。」

と
子
ど
も
た
ち
の
方
か
ら
声
が
出
て
き
ま

す
。
ま
た
、
給
食
に
野
菜
や
煮
物
が
出
ま

す
が
、
よ
く
食
べ
る
方
だ
と
思
い
ま
す
。

小
さ
い
子
は
茄
子
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
野

菜
が
苦
手
だ
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の

が
一
緒
に
煮
て
あ
る
と
避
け
た
り
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
残
量
は
少
な
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
パ
ン
は
苦
手
と
い
う
子

も
い
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ご
飯
を
好

ん
で
食
べ
ま
す
。

給
食
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に

一
年
生
の
二
学
期
に
は
親
子
給
食
を
実
施

し
、
毎
年
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

三
学
期
の
給
食
週
間
に
は
「
給
食
感
謝

集
会
」
と
「
交
流
給
食
会
」
を
開
き
ま
す
。

給
食
感
謝
集
会
で
は
、
栄
養
士
さ
ん
と
調

理
員
さ
ん
と
校
務
員
さ
ん
に
感
謝
を
込
め

て
お
手
紙
を
渡
し
ま
す
。
そ
し
て
、
栄
養

士
さ
ん
か
ら
栄
養
に
関
す
る
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
す
。
給
食
交
流
会
で
は
違

う
学
年
と
一
緒
に
給
食
を
食
べ
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
話
を
し
な
が
ら
食
べ
る
の
で
と

て
も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

な
か
な
か
新
し
い
取
り
組
み
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
今
年
度
は
校
庭
で
給
食
を
食
べ

た
学
年
も
あ
り
ま
し
た
。
小
さ
い
学
校
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
も

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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ふ
る
さ
と
の
味
を
子
ど
も
た
ち
に
！

ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
を
地
元
の
小
学
生
に
！

食

卓

談

話
杉戸町ふるさとの味

伝承士
泉夕市会会長

森田　はつ

年
生
四
十
人
に
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
を
教
え

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
手
を
粉
で
い
っ

ぱ
い
に
し
、
皮
を
の
ば
し
、
あ
ん
こ
を
く

る
む
作
業
に
一
所
懸
命
挑
戦
し
て
い
ま
し

た
。
蒸
し
あ
が
っ
た
ま
ん
じ
ゅ
う
に
歓
声

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。「
自
分
で
作
っ
た

ま
ん
じ
ゅ
う
は
お
い
し
か
っ
た
で
す
。」

「
ま
ん
じ
ゅ
う
を
作
る
の
が
楽
し
か
っ
た

で
す
。
今
度
は
家
で
作
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。」
等
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
感
想

文
が
届
き
ま
し
た
。

地
域
の
伝
統
料
理
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
た
め
に
は
実
際
に
作
っ
て
も
ら
う
の

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
手
作
り
の
食

事
は
心
豊
か
で
健
康
な
体
作
り
に
も
つ
な

が
る
と
思
い
、
こ
れ
か
ら
も
伝
承
士
活
動

を
地
道
に
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
杉
戸
町
の
東
部
江
戸
川
沿
い
に

あ
る
豊
岡
地
域
に
住
み
、
直
売
用
野
菜
生

産
や
泉
夕
市
会
の
仲
間
と
一
緒
に
「
ま
ん

じ
ゅ
う
、
赤
飯
の
加
工
や
販
売
」
に
励
ん

で
い
ま
す
。

三
年
前
に
は
、
新
た
に
紫
い
も
を
栽
培

し
、
ま
ん
じ
ゅ
う
の
皮
と
あ
ん
こ
に
入
れ

た
�
紫
い
も
ま
ん
じ
ゅ
う
�
を
開
発
し
、

道
の
駅
ア
グ
リ
パ
ー
ク
ゆ
め
す
ぎ
と
農
産

物
直
売
所
で
販
売
し
、
お
客
さ
ん
か
ら
好

評
で
朝
直
売
所
の
棚
に
並
べ
る
と
午
前
中

で
売
り
切
れ
る
ほ
ど
で
す
。

う
す
紫
色
に
蒸
し
あ
が
っ
た
�
ま
ん

じ
ゅ
う
�
は
皮
も
や
わ
ら
か
く
、
い
も
の

香
り
が
ほ
の
か
に
し
ま
す
。

「
紫
い
も
ま
ん
じ
ゅ
う
」「
泉
ま
ん
じ
ゅ

う
」「
赤
飯
」
は
、
町
奨
励
品
に
も
選
ば

れ
て
お
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
、
お
み
や

げ
品
等
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
十
月
に
は
、
杉
戸
町
立
西

小
学
校
に
泉
夕
市
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
三

鴻
巣
市
で
は
、「
地
産
地
消
」
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
�
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
�と
い
う
鴻

巣
市
産
の
米
を
使
用
し
、
週
二
回
か
ら
三

回
米
飯
給
食
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
で
は
、
白
飯
は
中
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
で
炊
飯
し
た
も
の
を
使
用
し
ま
す

が
、
い
ろ
い
ろ
な
具
材
を
加
え
た
炊
き
込

み
ご
は
ん
は
自
校
炊
飯
で
行
っ
て
い
ま
す
。

味

だ

よ

り

材料 1人当たり………分量(g)
精白米 60

鶏もも肉 10

にんじん(せん切り) 10

乾しいたけ
(もどし、せん切り) 0.5

油揚げ
(油抜き、せん切り) ８
ほしひじき(もどす) 1.5

だいず(ゆで) ８
えだまめ(むき) ５
上白糖 ２
食塩 0.4

こいくちしょうゆ ３
油 ２
水 72

ひ
じ
き
豆
ご
は
ん

鴻
巣
市
立
鴻
巣
中
央
小
学
校

主
任
　
千
葉
　
久
美
子

【献立例】
・ひじき豆ごはん
・牛乳
・イカフライ
・あさり汁

【作り方】
①油で、鶏肉、にんじんを炒
め、油揚げ、乾しいたけ、
ひじき、だいずを加え、食
塩を除く調味料を入れ、煮
ておく
②煮汁、食塩、水を入れ、ご
はんを炊く。
③①の具をのせ蒸らす。
④枝豆を加え混ぜ合わせる。

そ
の
一
つ
に
「
ひ
じ
き
豆
ご
は
ん
」
が

あ
り
ま
す
。
埼
玉
県
産
の
大
豆
と
ひ
じ
き

を
入
れ
た
炊
き
込
み
ご
は
ん
で
す
。
子
ど

も
た
ち
の
苦
手
な
海
藻
や
豆
類
を
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
残
さ
ず
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
地
域
で
と
れ
た
食
材
を

取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
郷
土
へ
の
関
心
、

愛
着
が
高
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、
何
よ
り
も

残
滓
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、地
場
産
の
じ
ゃ
が
い
も
、

梨
、
米
粉
パ
ン
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
地

場
産
物
を
取
り
入
れ
、
魅
力
あ
る
給
食
作

り
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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を
保
護
す
る
ブ
ル
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
白
い

ろ
う
物
質
の
粉
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
、新
鮮
さ
の
一
つ
の
目
安
で
し
た
が
、

消
費
者
か
ら
農
薬
と
間
違
わ
れ
る
な
ど
し

た
た
め
、
二
十
年
ほ
ど
前
か
ら
、
表
面
に

粉
が
無
く
光
沢
の
あ
る
ブ
ル
ー
ム
レ
ス

き
ゅ
う
り
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
最
近
、
い
ぼ
の
無
い
フ
リ
ー
ダ

ム
と
い
う
品
種
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
皮
が
柔
ら
か
い
、
洗
い
や
す
い
な
ど

の
特
徴
が
好
ま
れ
て
い
ま
す
。

○
栄
養
は

き
ゅ
う
り
は
、
約
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

が
水
分
で
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
野
菜
で
す
。

ま
た
、
カ
リ
ウ
ム
を
比
較
的
多
く
含
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
血
圧
の
上
昇
を
抑
え

筋
肉
の
動
き
を
滑
ら
か
に
す
る
ほ
か
、
利

尿
作
用
が
あ
る
の
で
、
二
日
酔
い
や
手
足

の
む
く
み
解
消
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

○
調
理
は

き
ゅ
う
り
は
、
ぬ
か
漬
け
に
す
る
と
ぬ

か
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ１
が
し
み
込
み
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ１
含
有
量
が
増
え
ま
す
。
二
十
四

時
間
漬
け
込
む
と
含
有
量
が
十
倍
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
き
ゅ
う
り
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を

分
解
す
る
酵
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

酢
や
加
熱
に
よ
っ
て
作
用
し
な
く
な
る
の

で
、
サ
ラ
ダ
に
用
い
る
場
合
は
直
前
に
混

ぜ
合
わ
せ
る
か
酢
を
加
え
た
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
に
す
る
と
他
の
野
菜
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

給
食
な
に
？
」
と
聞
い
て
く
れ
る
の
が
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
ふ
れ
あ
い

が
私
に
と
っ
て
「
こ
の
仕
事
を
選
ん
で
よ

か
っ
た
な
あ
」
と
実
感
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
学
校
に
い
て
先
生
た
ち
と

は
ち
ょ
っ
と
違
う
立
場
に
な
ん
と
な
く
違

和
感
が
あ
り
、
思
い
描
い
て
い
た
こ
と
と

現
実
の
差
に
が
っ
か
り
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

再
び
セ
ン
タ
ー
勤
務
に
な
り
、（
こ
こ

で
は
七
年
と
い
う
期
間
で
し
た
）寂
し
さ
、

物
足
り
な
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
栄
養
士
と

し
て
の
仕
事
に
打
ち
込
め
た
ぶ
ん
大
変
勉

強
に
な
り
、
自
信
も
付
い
て
き
ま
し
た
。

辛
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が

や
っ
と
い
く
ら
か
栄
養
士
ら
し
く
な
れ
た

か
な
？
と
初
め
て
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
現
任
校
に
異
動
し
て
き
て
二
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
食
育
基
本
法
も
で
き
、

栄
養
教
諭
も
誕
生
、
食
育
の
重
要
性
が
叫

ば
れ
て
い
ま
す
。

「
私
に
は
こ
の
仕
事
、
む
い
て
い
な
い

…
」
と
思
う
こ
と
も
時
々

あ
り
ま
す
が
、
十
七
年
前

の
あ
の
面
接
の
時
に
私
が

言
っ
た
言
葉
「
食
を
通
じ

た
教
育
に
従
事
し
た
か
っ

た
か
ら
で
す
。」
を
思
い

出
し
、
初
心
を
忘
れ
ず
、

学
校
栄
養
士
と
し
て
食
の

大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

栄
養
士
の
四
季

○
歴
史
は

き
ゅ
う
り
は
、
イ
ン
ド
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山

麓
が
原
産
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
地
で

は
三
千
年
前
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
の

こ
と
で
、
日
本
に
は
中
国
を
経
て
平
安
時

代
（
六
世
紀
後
半
）
に
渡
来
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
は
古
く
か
ら
き
ゅ
う
り
の
供
給

地
と
し
て
有
名
で
、
明
治
時
代
か
ら
全
国

の
産
地
に
優
良
種
苗
を
供
給
し
て
き
た
ほ

か
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
に
は
、
温
室

を
使
っ
た
促
成
栽
培
が
行
田
市
、加
須
市
、

羽
生
市
を
中
心
に
北
埼
玉
地
域
で
盛
ん
に

行
わ
れ
始
め
ま
し
た
。

埼
玉
県
は
現
在
で
も
、
約
五
万
七
千
ト

ン
（
十
七
年
産
）
を
生
産
す
る
全
国
三
位

の
主
産
県
で
す
。

○
品
種
は

き
ゅ
う
り
の
品
種
は
、
大
き
く
分
け
る

と
表
面
の
ト
ゲ
が
白
い
白
い
ぼ
種
、
ト
ゲ

の
黒
い
黒
い
ぼ
種
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
は
、
黒
い
ぼ
種
が
主
流
で
し
た

が
、
昭
和
四
十
年
代
に
埼
玉
県
農
業
試
験

場
が
味
や
見
栄
え
が
良
い
白
い
ぼ
系
統
の

品
種
を
育
種
。
こ
れ
が
全
国
に
広
が
る
と

と
も
に
、
埼
玉
県
は
き
ゅ
う
り
の
大
産
地

に
成
長
し
ま
し
た
。

ま
た
、
も
と
も
と
き
ゅ
う
り
は
、
表
面

食
品
豆
知
識

原
点
に
返
っ
て

〜
振
り
返
り
思
う
こ
と
〜

深
谷
市
立
幡
羅
中
学
校

主
任
　
高
橋
　
亜
紀
子

埼
玉
県
農
林
部
生
産
振
興
課

主
査
　
小
畑
　
　
幹

「
き
ゅ
う
り
」

「
ど
う
し
て
学
校
栄
養
職
員
に
な
り
た

い
と
思
っ
た
の
で
す
か
？
」
と
面
接
試
験

で
聞
か
れ
て
か
ら
十
七
年
…
。

ス
タ
ー
ト
は
、セ
ン
タ
ー
勤
務
で
し
た
。

何
も
わ
か
ら
な
い
私
は
、
毎
日
が
緊
張
と

新
し
い
こ
と
の
連
続
で
、
念
願
の
栄
養
士

と
し
て
仕
事
が
で
き
る
こ
と
の
喜
び
を
感

じ
る
こ
と
な
ど
、
と
て
も
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
発
注
ミ
ス
が
よ
く
あ
り
、
そ
の
た

び
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
二

人
の
先
輩
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ

で
毎
日
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
こ
で
、
人
生
の
大

き
な
節
目
も
迎
え
ま
し
た
。
一
歳
の
幼
い

子
ど
も
を
保
育
園
に
預
け
て
育
て
な
が
ら

仕
事
を
す
る
こ
と
は
、
過

ぎ
去
っ
て
み
る
と
我
な
が

ら
よ
く
や
っ
て
い
た
な
あ

と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

家
族
の
協
力
が
あ
っ
て
で

き
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

は
今
も
同
じ
で
す
。

セ
ン
タ
ー
か
ら
自
校
式

給
食
の
小
学
校
に
異
動
に

な
り
、
毎
日
元
気
な
子
ど

も
た
ち
が
給
食
室
の
窓
を

の
ぞ
き
こ
ん
で
「
今
日
の
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Ｑ

新
年
度
か
ら
パ
ン
用
油
脂
類
の
規
格

が
変
更
に
な
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
そ
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

御
質
問
の
と
お
り
基
本
食
材
の
パ
ン

類
に
使
用
し
て
い
る
全
て
の
シ
ョ
ー
ト
ニ

ン
グ
、
マ
ー
ガ
リ
ン
を
低
ト
ラ
ン
ス
型
脂

肪
酸
の
油
脂
へ
規
格
変
更
い
た
し
ま
す
。

昨
年
十
二
月
に
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
欧
米
で
は
ト
ラ
ン
ス
型
脂
肪
酸

の
摂
取
が
多
い
た
め
、
脳
や
心
臓
病
へ
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
使
用
を
規
制
す
る
動

き
や
、
基
準
値
を
設
け
た
り
、
商
品
に
そ

の
含
有
量
の
表
示
を
義
務
付
け
る
な
ど
の

規
制
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
日
本
人
の
ト
ラ
ン
ス
型
脂
肪
酸

の
平
均
摂
取
量
は
欧
米
に
比
べ
て
き
わ
め

て
少
な
く
、
日
本
人
の
食
生
活
で
は
、
健

康
へ
の
影
響
は
小
さ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

児
童
・
生
徒
へ
の
安
全
・
良
質
な
食
材
供

給
と
い
う
視
点
か
ら
、
新
規
格
の
シ
ョ
ー

ト
ニ
ン
グ
、
マ
ー
ガ
リ
ン
へ
切
り
替
え
た

パ
ン
を
供
給
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
他
に
も
二
つ
の
基
本
内
容

の
変
更
を
行
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
、
輸
入
脱
脂
粉
乳
か
ら
北

ア

ン

テ

ナ

Ｑ

＆

Ａ

〜
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
食
に
関
す
る
指
導

モ
デ
ル
校
等
の
委
嘱
を
う
け
て
〜

食
生
活
を
豊
か
に
す
る
学
校
給
食

越
谷
市
立
越
ヶ
谷
小
学
校

給
食
主
任
　
西
田
　
裕
子

海
道
産
へ
の
変
更
で
す
。

こ
の
度
の
変
更
に
よ
り
、
学
校
給
食
に

お
け
る
国
産
牛
乳
の
消
費
拡
大
に
つ
な
が

り
、
国
内
酪
農
業
の
振
興
と
、
広
く
地
産

地
消
（
自
給
率
向
上
）
に
貢
献
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
輸
入
脱
脂
粉
乳
と
国
産
脱
脂
粉

乳
と
の
価
格
差
も
僅
少
に
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。

二
つ
目
は
、
パ
ン
用
主
原
料
で
あ
る
小

麦
粉
へ
の
県
産
小
麦
の
ブ
レ
ン
ド
割
合
を

三
〇
％
か
ら
五
〇
％
に
変
更
す
る
こ
と
で

す
。そ

の
対
象
と
な
る
パ
ン
は
従
来
か
ら
の

食
パ
ン
、
コ
ッ
ペ
パ
ン
、
ツ
イ
ス
ト
パ
ン
、

バ
タ
ー
ロ
ー
ル
な
ど
で
、
め
ん
は
ソ
フ
ト

め
ん
が
対
象
に
な
り
ま
す
。「
さ
き
た
ま

ロ
ー
ル
」、「
さ
き
た
ま
ラ
イ
ス
ボ
ー
ル
」

を
は
じ
め
、
さ
き
た
ま
シ
リ
ー
ズ
の
パ
ン

や
「
地
粉
う
ど
ん
」、「
ホ
ッ
ト
中
華
め
ん
」

に
使
用
す
る
小
麦
粉
は
従
来
ど
お
り
で
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

埼
玉
県
は
全
国
有
数
の
小
麦
産
地
（
平

成
十
七
年
全
国
統
計
五
位
）で
あ
り
ま
す
。

食
育
を
推
進
す
る
上
で
地
場
産
食
材
は
生

き
た
教
材
の
具
体
例
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
会
で
は
今
ま
で
の
実
績
と
各
工
場
で

の
製
造
技
術
の
蓄
積
を
基
に
、
県
産
小
麦

の
ブ
レ
ン
ド
割
合
を
一
部
変
更
し
て
供
給

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
御
理

解
の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

で
、
楽
し
そ
う
に
会
食
す
る
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

そ
し
て
、「
残
菜
調
べ
」
で
は
、
給
食
委
員

が
中
心
と
な
り
、
毎
日
、
ク
ラ
ス
毎
に
残
菜

を
調
べ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
の
一
学
期
に
、

本
校
で
一
番
多
か
っ
た
の
が
魚
の
残
菜
で
す
。

そ
こ
で
、
魚
の
残
菜
ゼ
ロ
の
ク
ラ
ス
に
頑
張

り
賞
を
配
布
す
る
ほ
か
、
魚
の
栄
養
価
に
関

す
る
掲
示
物
も
作
成
し
ま
し
た
。
二
学
期
以

降
は
、
そ
の
成
果
が
表
れ
、
魚
の
残
菜
量
を

ぐ
っ
と
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
残
菜

を
目
に
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
自
然
に
出
て

く
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
が
『
も
っ
た
い
な

い
』。
子
ど
も
た
ち
の
食
へ
の
意
識
は
、
一
つ

の
こ
と
を
継
続
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
変
容
し
て
い
く
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。さ

ら
に
、
年
度
末
に
は
、
越
谷
市
給
食
課

の
ご
協
力
を
得
て
、
六
年
生
が
家
庭
科
の
授

業
で
考
え
た
献
立
を
市
内
の
小
中
学
校
に
、

実
際
に
給
食
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
取
り
上
げ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学

習
で
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
の
方
々
に
発
信
す

る
「
食
育
フ
ェ
ス
タ
」
も
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
、
食

生
活
を
豊
か
に
し
て
い
こ

う
と
す
る
意
欲
を
よ
り
高

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
食
」
は
、
心
と
体

を
つ
く
る
大
切
な
も
の
。

学
校
生
活
の
中
で
の
唯
一

の
食
、「
給
食
」
の
時
間

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の

よ
り
よ
い
食
生
活
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

「
○
年
○
組
、
残
菜
ゼ
ロ
！
は
い
、
頑
張

り
賞
で
す
。」「
や
っ
た
ー
！
」

給
食
委
員
会
か
ら
頑
張
り
賞
を
手
渡
さ
れ
、

大
喜
び
で
ク
ラ
ス
に
戻
る
子
ど
も
た
ち
。
毎

日
の
給
食
ホ
ー
ル
で
繰
り
返
さ
れ
る
光
景
で

す
。本

校
で
は
、
平
成
十
七
年
度
よ
り
、「
越
谷

市
学
校
を
中
心
と
し
た
食
育
推
進
事
業
中
心

校
」
と
し
て
、
食
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
学
級

活
動
・
道
徳
な
ど
の
授
業
実
践
の
他
、
給
食

で
も
よ
り
よ
い
食
生
活
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
各
ク
ラ
ス
に
給
食
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、
月
毎
の
給
食
目

標
の
他
、
箸
の
使
い
方
・
食
器
の

置
き
方
や
食
べ
物
に
含
ま
れ
る
栄

養
な
ど
、
指
導
す
る
際
の
資
料
も

掲
示
し
活
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。屋

外
で
の
給
食
、「
ハ
ッ
ピ
ー

ラ
ン
チ
」
も
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
名
称
は
、
全
校
の
子
ど
も
た
ち

か
ら
公
募
し
決
定
し
た
も
の
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
な
給

食
で
す
が
、
場
所
を
変
え
る
こ
と

に
よ
り
、
さ
ら
に
楽
し
い
時
間
と

な
り
ま
す
。
爽
や
か
な
青
空
の
下
、

手
作
り
の
丸
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
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編

集

後

記

旬のたけのこは、美味しい物ですが、生の
物をその都度茹でて使うのは手間もかかり、
献立によっては時間的に無理があります。
その点「たけのこレトルトフレッシュパッ
ク」は、柔らかく臭みもなくて使いやすく、
とても重宝しています。
和風のたけのこごはんはもちろんですが、

この中華たけのこごはんも、子どもたちから
喜ばれている人気のメニューです。生姜の風
味がきいているのがポイントですが、好みで
調節してください。

調理法
①たけのこは、５㎜角のサイコ
ロ切りにする。
②さやいんげんは茹でて、５㎜
の小口切りにする。
③しょうがはみじん切りにする。
④中華鍋に油をひき、しょうが
と豚ひき肉を炒める。次に①
のたけのこを加え、さっと炒
めてから調味料を全部加え
て、水分が少なくなるまで炒
りつける。
⑤炊いたごはんに②と④を加え、
混ぜ合わせる。

十
八
年
度
の
事
業
も
す
べ
て
順
調
に
終

了
し
、
新
し
い
年
度
を
む
か
え
ま
し
た
。

昨
年
度
の
広
報
作
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
忙
し
い
中
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
広
報

委
員
の
皆
様
や
、
原
稿
を
お
書
き
い
た
だ

い
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
十
九
年
度
か
ら
、
会
報
を
学
期

の
始
め
に
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

気
持
ち
を
新
た
に
、
よ
り
一
層
充
実
し

た
内
容
の
会
報
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

さる２月22日に平成18年度第２回物資委
員会が開催され、基本食材のパン３品、一
般食材１品が選定されました。

平成18年度第２回物資委員会選定

新規取扱食材

材料１人当たり 分量(�)

ごはん 140

たけのこレトルトフレッシュパック
40

豚ひき肉 20

さやいんげん(又はグリンピース)

10

しょうが 3

オイスターソース 5

こいくちしょうゆ 10

みりん 6

清酒 5

食塩 0.5

炒め油 適量

平成19年度第１学期からの新商品です。
どうぞご利用ください。

ア
イ
デ
ィ
ア
メ
ニ
ュ
ー

『
た
け
の
こ
レ
ト
ル
ト
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ッ
ク

』

を
使
っ
て

中華たけのこごはん
埼玉県立所沢養護学校

主任　�橋　弘子

荒くだきポテト�

ピアット　１�　410円�
　北海道美瑛の契約農家で栽培された
ジャガイモ(トヨシロ)を荒くだきにしま
した。�
　サラダやグラタンなどジャガイモの献
立に広くご利用いただけます。�

きびなご胡麻フライ�

※１学期特売商品�
カセイ食品　約9.5�/1尾 15円�

　春先から初夏が旬の九州産の新鮮な「き
びなご」を使用し衣に胡麻をまぶし、風
味豊かなフライに仕上げました。�
美味しく丸ごと食べてカルシウム摂取に
役立ちます。ぜひご利用ください。�

彩の国冷凍焼おにぎり�

さきたま米粉ツイストパン�

　「彩のかがやき」の米粉50％、県産小麦
50％を使用しています。
黒胡麻に加え、表面に「彩花しょうゆ」
を使った砂糖醤油を塗り、香ばしく焼き
上げた和風パンです。

全粒粉入りパン�

　学校給食用小麦粉に国内産小麦(農林
61号)の全粒粉を15％加え、食物繊維豊
富なパンに仕上げました。
　沖縄産黒糖で風味を出し、トッピングに
クルミを使いました。�

バターク一ぺ�

　県産小麦(農林61号)を50％使用の学校
給食用小麦粉に北海道産のフレッシュバ
ターをたっぷり加え風味豊かなコッペ形
パンに仕上げました。�
　スライス加工も可能です。�

全農食品�
70ｇ　65円�

　埼玉県産の「彩
のかがやき」の特
徴をいかし、全体
に「彩花しょうゆ」
を塗り香ばしく
焼き上げました。�
　セレクト給食等
でご利用ください。�

(


